








蛋白負荷後に一時的に GFR が増加することを利用して、代償により正常腎機能を示してい

る,機能的または解剖学的片腎症例に対し,腎予備能を検討する目的で蛋白負荷試験を試み

た。対照とした機能低下のない腎炎やネフローゼの症例では,いずれも負荷後に Ccr の上

昇を認めた。一方,片腎群の一部にはほとんど上昇がみられない症例があり,腎予備能の低

下が疑われ,将来的に機能低下をきたしてくる可能性を考えて経過をみる必要があると思

われた。


